
１０月会山行 

カニカン岳（980.6m）茶屋川南東尾根コース 

山行日：令和２年１０月１８日（日）   快晴 

参加人数：CL 藤木た・SLA 班（藤木晴・澤田）B 班（西田芳・宇田）C 班（小山内・宇佐美）計２８名 

 

 ６：００ 参加者２８名を乗せた車の隊列７台

は次々と伊達道の駅を後にする。 

７：３０ カニカン岳登山口着。すでに他のグ

ループ（６～７名）が来ていた。 

８：００ 登山開始。今日の天気予報は１００％

晴れで良い登山日和が期待される。 

登り始めからやや急登の道が続きすぐに汗ばむ。 

８：２０ １合目 

８：４５ ２合目。急登のアップダウンの繰返

しが続く。トドマツの中にブナの木がポツポツ

点在し黄葉が青空に映え美しい。足元には色ん

なキノコが顔を覗かせ秋を彩る。 

９：２５ ３合目 

１０：０５ ４合目 

１０：２５ ６合目 

１０：３５ ７合目。かつてはゴールドラッシュ

でにぎわっていたのだろうか、黄色の丸い標識

には“金鉱坑道

跡”と印されて

いる。好奇心旺

盛な M 氏がタ

を開け、暗い穴

に向 って“オ

ーイ”と叫んで

いる。返答が聞

こえたかな？ 

 

 

１１：００ ８合目。振り返ると 山頂を白くし

た羊蹄山が凛として良く見える。 

１１：３０ 山頂着。大平山・狩場山・アンヌプ

リ・イワオヌプリ・昆布岳等々が望まれる。 

１２：２０ 下山開始。今日は快晴の秋日和登山

が出来た。楽しい会話の声が聞こえていた。 

私はガイドブックに記された記録メモを見ると、

平成２年・９年と２回登っており、今日で３回

目となるが全く記憶になく、“カニカン岳”とい

う一度聞いたら忘れられない名前だけが印象的

に残っている。今回山名由来アイヌ語の“カン

カン”（黄金）の意味が転化したことを知る。又、

そのうち登った記憶は薄れ、今度は意味を伴っ

て記憶されるだろう。 

今日は至福の登山だった。リーダー、参加者の

皆さん有り難うございました。 

＊コンドウサン カニパンタベテ テレワライ。 

（今日は近藤さん

の誕生日 HAPPY 

BIRTHDAY） 

 

                               

記録係 谷 郁子 

            （頂上写真は C 班 L 藤木氏の借用しました。） 


